
国債に係る海外説明会（海外ＩＲ・第５回）について 

 

１．開催場所、日時 

日付 都市 参加人数 

１０月１１日（水） シンガポール 約１２０名 

１０月１２日（木） 香港 約 ６０名 

 

（今後の予定） 

  

１１月２０日（月） シドニー  

現時点の合計  約１８０名 

（注１） 各都市において記者会見を実施。時事通信、共同、産経新聞、読売新聞、

ロイター、ダウ・ジョーンズ、ブルーム・バーグ等の各社が参加。 

（注２） 招待客の選定、会場の設営等について国債市場特別参加者の協力を得た。 

（注３） 以上のほか、各都市において、個別投資家訪問も行った。 

 

２．説明の概要 

（１）日本経済及び財政政策について（説明者：渡辺財務官） 

（２）最近の国債管理政策について（説明者：鷲見国債企画課長） 

（３）パネリスト説明、質疑応答 

 

３．主な質問等 

【日本経済・財政再建関係】 

・ 金融政策を含む日本の金融市場の動向について 

・ 為替動向について 

 

【国債関係】 

・ 超長期債発行の可能性等について 

・ １０年もの以外の物価連動国債発行の可能性等について 

・ 郵政民営化が国債市場に与える影響について 

・ 日本銀行の金融政策と国債管理政策の関係について 

 資料⑤ 


